視覚病態学

· 形状異常

· 内反症

· 眼瞼下垂

· 兎眼：目を閉じられない

· 炎症

· 麦粒腫：めいぼ・ものもらい。多くは感染による。

· 霰瘤腫：赤みが少ない。グラニュローマが生じてるらしい。

涙液のダイナミクス

· 副交感神経：涙腺を促進

· 交感神経：涙腺を抑制

· 角結膜知覚：三叉神経～

· 蒸発：10％(涙の層は7μm程度)

· 排出：90％

涙液層の構造と各層のはたらき

· 涙液油層

· 涙液の蒸発防止

· 表面張力の維持

· 涙液水層

· 角膜への酸素供給

…生体活性物質の供給

…debrisのwash out

· ムチン層

・角膜上皮の性質の変換(疎水性→親水性)

…涙液の安定、均一化

―――――――――

油層：0.1μm

………………………

水層：0.7μm

………………………

ムチン層：0.1μm

―――――――――

涙液油層の異常

· 脂質の分泌異常

・マイボーム腺機能不全など

· 物理的蒸発の亢進

涙液ムチン層の異常

· 結膜杯細胞の減少、消失

· Stevens-Johnson症候群

· 眼類天疱瘡

· 中毒性表皮壊死剥離症(TEN)

· ビタミンA欠乏

結膜杯細胞　減少・消失

→ムチンあぅ。。

涙液水層の異常

· 涙腺自体の機能異常

· 加齢

· シェーグレン症候群(原発性、続発性)

· 神経系の異常

· 遠心性障害(交感神経、副交感神経…糖尿病、薬剤起因性、加齢

· 求心性障害(三叉神経)…糖尿病、角膜ヘルペス、脳外科手術後(聴神経腫瘍etc)

涙液減少症(ドライアイ)の定義：涙液の質的または量的異常により引き起こされた角結膜上皮障害

シルマー試験：5分値…正常：10mm以上、涙液減少：5mm以下(基本的には9mm以下であれば疾患を考える。)

· ローズベンガル染色スコア…耳側結膜、角膜、鼻側結膜が障害されていると染色される。0～9の10段階で分類。

· ０：無染色

· １：軽度染色

· ２：中等度染色

· ３：重度染色

· フルオレセイン染色スコア…角膜上皮が障害していると染色される。0～3の4段階で分類

· ０：無染色

· １：軽度染色

· ２：中等度染色

· ３：重度染色

化学外傷の分類

· 酸性薬物：凝固する

· 自動車のバッテリーの硫酸

· 写真現像の酢酸

· アルカリ性薬物：進行する

· 工業用の水酸化ナトリウム、水酸化カリウム

· 運動場の消石灰

酸性外傷とアルカリ外傷…あぅ。。

とにかくなるべく早く洗う。

化学外傷の重症度

· 予後不良のサイン

· 強膜の虚血

· 角膜混濁

· 前房内炎症

· 強角膜輪部の障害

化学外傷に対する応急処置

· 水で洗ってから受診してもらう

· 水道水でよい

· 医療機関では、まず洗う

· 点滴セットを用いて長時間持続的に洗う

· 消石灰によるものでは、早く石灰を除く

アレルギーの関与する眼疾患

· アレルギー性炎症によるもの

· 眼瞼炎

· アレルギー性結膜疾患…結膜炎によって起こる角膜障害

· アトピー性皮膚炎によるもの

· 円錐角膜

· アトピー性白内障

· アトピー性網膜剥離

結膜の特徴

· 外界に露出

· 血管が多い

· 免疫細胞が多い

· 涙で抗原が溶出される

アレルギー性結膜疾患の分類：Ⅰ型アレルギーが原因

· アレルギー性結膜炎：結膜に増殖性変化が見られないもの

· アトピー性角結膜炎：アトピー性皮膚炎に合併して起こる慢性結膜炎

· 春季カタル：結膜に増殖性変化が見られるもの

アレルギー性結膜疾患の治療

· 病型によって異なる…あぅ

アレルギー性結膜炎

· 掻痒感を伴う

· 瞼結膜充血が特徴的、視力障害はない

· 吸入性抗原で引き起こされる

· 鼻炎を合併することが多い

アレルギー性結膜炎の分類と特徴

· 季節性アレルギー性結膜炎：花粉(スギなど)によるものが多い。

· 季節性に自他覚症状が発現

· 掻痒感が強い

· 通年性アレルギー性結膜炎：ハウスダスト(ダニアレルギーなど)によるものが多い。

· 通年性に自他覚症状が発現

· 季節による変動がある

· 掻痒感よりも他覚所見が強い

季節性アレルギー性結膜炎の原因

· 花粉抗原

· スギ、ヒノキ(樹木の裸子植物)

· イネ科植物(草本の裸子植物)

· 雑草植物(キク科、草本の被子植物)

· 動物性抗原(希)

· ユスリカ

· 回遊性動物の上皮(Buffaloなど)

· 季節性の海産物(ホヤ)

通年性アレルギー性結膜炎の原因

· ダニ、ハウスダスト

· ヤケヒョウヒダニ

· コナヒョウヒダニ

· 動物性抗原

· ネコ上皮

· イヌ上皮

· 実験動物上皮

アレルギー性結膜炎の自他覚症状

· 自覚症状

· 掻痒感

· 充血

· 眼脂

· あぅ。。

· 他覚症状

· うぅ

Follicles

Papillae

結膜擦過中好酸球があればアレルギー性結膜炎とほぼ断定

アレルギー性結膜の血液検査

●末梢血中好酸球

皮膚反応…はやいっつ～の。

春季カタル…Giant papillae, Linbal lesion, SPK, Shield ulcer, Vernal plaqueなど。ステロイド必須。

ステロイド剤と抗アレルギー剤の比較

抗アレルギー剤あぅ。。

1） 涙液は三層の構造を有する。

2） 涙液減少症の診断にはシルマー試験を行う

3） アレルギー性結膜炎の治療には、ステロイドが必須である。

4） アトピーには、涙液減少が併発する。

5） 春季カタルでは、角膜障害が発生する。

PCが駄々こねて最初のスライドノートなし。

上皮表層細胞

上皮翼細胞

上皮基底細胞

上皮下神経線維叢

実質浅層

実質中層

実質深層

内皮細胞

眼瞼

――――――――

涙液

……………………

結膜

……………………

角膜・知覚神経

……………………

前房水

……………………

瞳孔

……………………

眼窩

―――――――――

角膜の特徴

· 単純な構造

· 血管のない組織

· 透明な組織

· 感覚の鋭敏な組織：皮膚の300～400倍

· 涙や瞼の影響を受けやすい

眼科医が見るもの：形態の変化

患者が訴えるもの：機能の変化

角膜に起因する視力低下

· 形状異常→角膜不正乱視(円錐角膜、瘢痕、SPKなど)

· 透明性喪失┬→浮腫→上皮欠損、内皮機能不全、高眼圧

├→浸潤→炎症(生体反応、感染症活動期)

├→瘢痕→外傷、感染症瘢痕治癒期

└→沈着→Dystrophy、変性症、炎症の既往、全身疾患

Stromal Edema

Infiltration

Scarring

Deposition：角膜にこんぺいとうみたいな異常部分。ほとんどは遺伝性疾患

角膜疾患診断検査法

· 角膜┬→形状異常←─────┬→PKS/Topography

└→透明性喪失←───┬┼→Specular Microscope

· 環境┬→眼瞼、結膜←──┬┼あぅ。。

· 機能

細隙灯顕微鏡による診察

· 形態異常の認識

· 機能不全のはぅ

早いっての。

細隙灯顕微鏡(染色)

· フルオレセインあぅ。。

角膜透明性の喪失(上皮平滑性の障害)

· 点状表層角膜症(SPK)

· 結膜上皮の侵入

アミロイドの沈着

角結膜感染症の発症機序

外傷───┬→防御機構の破綻──→感染

免疫能低下┘　　　　　　病原体↑

角膜感染症

· 定義：病原体が角膜表層から感染し、角膜実質内に化膿性炎症を生じたもの

· 起炎病原体

· 細菌(４大起炎菌)：肺炎連鎖球菌、黄色ブドウ球菌、緑膿菌、モラクセラ菌

· 真菌：外傷に伴う場合

· ウイルス：ヘルペスウイルス

· 原虫：アカントアメーバ

細菌性角膜炎

· 背景

・外傷、コンタクトレンズ(ソフト)装用、ステロイド長期使用、糖尿病

· 種類

· グラム陽性菌：肺炎連鎖球菌、黄色ブドウ球菌

· グラム陰性菌：緑膿菌、モラクセラ菌、セラチア菌

· 臨床的特徴

· グラム陽性菌：角膜実質内に膿瘍形成

· グラム陰性菌：輪状潰瘍・深い潰瘍

角結膜の防御機構

· 眼瞼

· 瞬目

· 角結膜上皮

· 重層上皮：Tight junction

· 角結膜

· ランゲルハンス細胞：所属リンパ節への抗原提示

· 涙液：涙腺で産生

· リゾチーム：グラム陽性菌の細胞壁分解作用

· ラクトフェリン：細菌の増殖抑制作用

· IgA：抗原特異的な免疫反応

· 結膜杯細胞

· ムチン：涙液中の抗菌物質を貯蔵、物理的捕捉

初期診断の意義と重要性

感染病巣の病態の把握→起炎病原体の確定(推定)→早期治療開始→組織破壊の最小限防止(治癒)

擦過塗抹標本(ギムザ染色)

· 血液成分

· 好中球(多核白血球)：細菌、真菌、クラミジア

· 単核球：ウイルス

· 好酸球：アレルギー

· 形質細胞：クラミジア

· 角結膜上皮細胞

· 多核巨細胞：HSV、VZV

· 封入体：クラミジア

· 病原体

· 細菌・真菌

起炎病原体同定検査

· ぅ

真菌性角膜炎

· 原因

· 植物による「つき目」などの眼外傷が契機

· 背景

· 免疫能低下(ステロイド使用)、糖尿病

· コンタクトレンズ使用

· 種類

· 糸状菌：Fusarium, Aspergillus

· 酵母菌：Candida

· 特徴的所見

· 境界不明瞭な病変、衛星病巣

· ときに前房蓄膿

· 確定診断

· 病巣部の擦過標本

· 培養検査

· 鑑別診断

· 他の感染性角膜炎

· 治療

· 抗真菌剤の全身・局所投与

治療

· 細菌：抗生物質

· 真菌：抗真菌剤

· ウイルス：抗ウイルス剤

· アレルギー：ステロイド剤

作用の相反する薬剤・無効な薬剤の投与の可能性→病態の把握：擦過塗抹検査

角膜ヘルペス

· HSV-1による感染

· 再発性：潜伏感染

· 病型

· 上皮型

· 内皮型

· 壊死性

· 後遺症

· 病型により治療方針が異なる

上皮型角膜ヘルペス

· 樹枝状角膜潰瘍

· 病態

· HSVの増殖

· 治療

· 抗ウイルス剤…ゾビラックス眼軟膏1日5回/抗生物質(抗菌剤)点眼液1日2回/1％アトロピン点眼液1日1回

内皮型角膜ヘルペス

· 円板状角膜ヘルペス

· 病態

· 免疫反応、前房内炎症

· 治療

· ステロイド点眼…リンデロン点眼液1日4回/ゾビラックス眼軟膏1日2回/抗生物質(抗菌剤)点眼液1日2回、1％アトロピン点眼液1日1回/デカドロン0.4ml結膜下注射

メタヘルペス：栄養障害性角膜潰瘍

· 病態

· 角膜上皮細胞の接着不良・増殖抑制

· 知覚麻痺

· 角膜実質あぅ。。

· 治療

円錐角膜：アトピーの人にも結構見られるっぽぃ。

· 角膜形状の異常：円錐状の突出

· 男性に多い

· 思春期に進行

· 眼鏡では矯正できない

· ハードコンタクトレンズでのみ矯正可能

· 進行すれば全層角膜移植

· 急性水症(acute hydrops)

角膜ジストロフィ

· 遺伝性疾患(固有の遺伝形式)

· 非炎症性疾患

· 臨床所見(特徴的な異常物質の沈着)

· 1997年以来原因(責任)遺伝子が解明

· 疾患概念の変化

角膜ジストロフィの診断

· 臨床所見により診断(細隙灯顕微鏡など)

· 角膜混濁を来す疾患との鑑別

· 角膜変性症との鑑別

· 特徴的な臨床所見

· 遺伝子解析による診断

· 病理組織学的診断(角膜移植時)

ジストロフィと変性の鑑別

· ジストロフィ

· 遺伝性

· 必ず両眼性

· 病変が不連続

· 血管侵入なし(例外LCD)

· 変性

· 後天性

· 片眼性、両眼性

· 病変が連続

· 血管侵入

· 感染症・外傷の既往

顆粒状角膜変性？

gelatinous drop-like dystrophy

角膜ジストロフィの原因遺伝子

上皮性

内皮性

実質性

Lattice角膜ジストロフィ：アミロイド沈着

…はやすぎやっちゅ～の。

角膜ジストロフィの疫学…う～ん…ここいるのかな…。。

今後の角膜ジストロフィの展開

· 遺伝子異常の解明

· 既知のジストロフィから新しい生理機能の発見

· 形態学と生物学的両方からの疾患の解明

症例：水庖性角膜症(PC-IOL前房内挿入後)

· 主訴：右）視力低下、眼痛

· 初診日：平成10年5月26日

· 現病歴：あぅ。。

角膜移植術：主に水庖性角膜症、角膜白斑、円錐角膜などの治療で。

病的角膜の切除、提供角膜の移植

角膜の機能はどれか？

1 レンズ

2 受光体

3 光量調節

4 眼球運動

5 色覚

角膜の構成成分でないものはどれか？

1 上皮細胞

2 コラーゲン

3 内皮細胞

4 実質左房

5 形質細胞

角膜疾患の診察検査に用いる機器はどれか？

1 細隙灯顕微鏡

2 知覚計

3 シルマー試験紙

4 pH試験紙

5 ローズベンガル試薬

感染症発症に直接関係ない因子はどれか？

1 外傷

2 糖尿病

3 高血圧

4 高脂血症

5 ステロイド使用

プールで集団発生するのはどれか？

1 角膜ヘルペス

2 流行性角結膜炎

3 咽頭結膜熱

4 帯状疱疹

5 急性出血性結膜炎

出生直後より両眼の多量の

水晶体の発生：外胚葉由来

眼胞形成→水晶体板形成→水晶体胞形成→第一次水晶体線維→胎児核形成→はぅ。。

水晶体血管膜と瞳孔膜：胎生8ヶ月から退縮、9～10ヶ月で消失

水晶体の主要な構成成分

· 水(70％)

· タンパク質(30％)

· 可溶性蛋白…α、β、γ-クリスタリン

· 非可溶性蛋白…アルブミノイド

· アスコルビン酸

· 脂質

· グルタチオン

水晶体の病変：形状異常

· 先天性無水晶体眼

· 水晶体欠損

· 球状水晶体

· 円錐水晶体

· 前極突出：Alport症候群

水晶体の病変：位置異常

· 水晶体偏位

· 水晶体脱臼

· 水晶体亜脱臼

· 先天性

· Marfan症候群

· Marchesani症候群

· Ehlers-Danlos症候群

· ホモシスチン尿症

· 後天性

· 外傷

水晶体の病変：白内障

· 先天白内障

· 老人性白内障

· 外傷性白内障

· 併発白内障

· ぶどう膜炎

· 緑内障など

· 放射線白内障

· 薬物による白内障

· 代謝異常・低栄養による白内障

· 光線による白内障

· ガラス工白内障

· 紫外線による白内障

· 全身疾患に合併する白内障

· 後発白内障

· 白内障術後の後嚢混濁

白内障の…てプリントあるやん…。。

1） 水晶体上皮細胞は主に後嚢に存在する

2） 白内障の発生に紫外線が影響する

3） 現在、眼内レンズは主に前房内に固定される

4） 水晶体偏位は、先天性ムコ多糖代謝異常でみられる

5） ステロイド投与中は白内障の発症に注意する

1） 遠視による内斜視で凸レンズ装用で眼位が矯正されるものは？
2） 左右の眼の屈折度数が異なるために起きる弱視は？
3） 先天白内障で起きる弱視は？
4） 社会的弱視、盲は両眼視力いくつ以下のものか
1） 緑内障による視野異常に、「耳側階段」がある

2） 日本人は正常眼圧の開放隅角緑内障が多い。

3） 急性緑内障発作に対して、まずアトロピン点眼が必要である。

4） 交感神経β遮断薬は房水産生を抑制させる。

5） 開放隅角緑内障治療の第一選択はレーザー虹彩切開である。

1） 免疫不全症で発症するウイルス性網膜炎は？

2） 一眼の穿孔性外傷性両眼に発症するぶどう膜炎は？

3） ベーチェット病で見られる前眼部病変は？

4） 原田病の眼外症状を２つ挙げよ(名称のみ)

1） 糖尿病網膜症の病期(Davisによる)の名称は？３つ

2） 網膜中心動脈閉塞症でみられる眼底所見は？

3） 眼底写真をみるときは、一般に切り欠きがどの方向にくればよいか？

Hess chartは出ないらしい。

1） 非裂孔原性網膜剥離は原因別に牽引性と滲出性に分類される。

2） 中高年では硝子体剥離に伴う網膜剥離が多い。

3） 網膜色素変性症は網膜電図では異常が認められない。

4） 未熟児網膜症活動期Ⅱ型は視力予後不良である。

5） 牽引乳頭では乳頭は尾側に牽引される。

1） Von Graefe徴候、Mebius徴候、Stellwag徴候、Darlymple徴候は甲状腺機能低下症の眼所見である。

2） Kayser-Fleischer輪はWilson病の眼所見である。

3） Stevens-Johnson症候群では網膜色素変性症をきたす。

4） Von Recklinghausen病では虹彩結節がみられる。

5） Marfan症候群では水晶体偏位を認める。

